
１３日（金）の授業参観日の５・６校時に令和元年度の校内意見発表会を実施し
ました。そのねらいは①書く・発表する（話す）・聞くという言語活動を通し、物の
見方・考え方を深める、②社会や環境の問題、身近な出来事を含む生活全般の話題
に関心を持つ、③発表者の意見を真剣に聞き、自らもそのテーマについて考える態

度を育てるということです。インフルエンザその他の理由により３名欠席がいたた
め、１７名の生徒による発表となりました。地区陸上練習や体育祭練習、吹奏楽の
練習など厳しい日程の中で、何回も推敲を重ねての発表でした。
環境の問題や中学生活の中で日頃考えていること、経験したことなどから自分な

りにまとめ、堂々と発表していました。発表の態度、聴く態度とも、たいへんすば

らしかったです。内容も自分の身近な話題、出来事を通して自分が考えていること
を自分の言葉で表現していました。どの発表も聞く側として分かりやすかったと思
います。結果は、まだ未発表者がいるため、全員が発表した後に八重山地区大会の
代表者男女各１名を決定する予定です。楽しみにしていてください。
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